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（11月30日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,696 ー 9 男 3 13 13 12
女 8,435 ー 11 女 3 10 11 15
計 16,131 ー 20 計 6 23 24 27

世帯数 8,249 ー 6 （11月中の届出）

窪川地域 11,445人　大正地域 2,245人　十和地域 2,441人

適正値（mg/ｌ） 12月2日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 測定範囲以下

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 測定範囲以下

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.2
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

道
３
８
１
号
と
４
３
９
号
の
分
岐

点
・
大
正
新
橋
か
ら
檮
原
川
に
沿
っ

て
北
へ
４
km
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
が
木
屋
ヶ

内
。
現
在
の
国
道
は
、
さ
ら
に
東
へ
蛇
行
す

る
檮
原
川
沿
い
を
行
く
の
だ
が
、
今
、
川

向
こ
う
に
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
を
左
手
に
見
な
が

ら
、
現
在
の
国
道
を
東
へ
行
く
と
、
す
ぐ
に

中
之
島
公
園
の
岩
場
が
現
れ
る
。
さ
ら
に
進

み
、
今
度
は
北
西
へ
と
大
き
く
曲
が
っ
て
い

く
。
右
手
の
山
沿
い
に
木
屋
ヶ
内
の
集
落
が

あ
る
。

　

実
は
、
木
屋
ヶ
内
地
区
は
こ
こ
だ
け
で
は

な
い
。
木
屋
ヶ
内
に
は
「
赤
岩
（
あ
か
い
わ
）」

と
「
古
宿
（
ふ
る
し
ゅ
く
）」
と
い
う
集
落

が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
集
落
は
、
木
屋
ヶ
内

集
落
の
背
後
（
東
側
）
に
連
な
る
山
（
黒

岩
山
・
後
山
）
の
向
こ
う
側
に
あ
り
、
中
津

川
沿
い
で
あ
る
。
木
屋
ヶ
内
集
落
と
赤
岩
、

古
宿
集
落
と
の
互
い
の
行
き
来
に
つ
い
て
聞

い
た
。「
昔
は
片
道
30
分
の
道
の
り
を
山
を

越
え
て
行
き
来
し
よ
っ
た
け
ん
ど
、
今
は
さ

す
が
に
大
奈
路
経
由
や
ね
〜
」。

　

木
屋
ヶ
内
と
い
う
地
名
は
「
小
さ
な
谷
川

の
あ
る
と
こ
ろ
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。

中
世
の
記
録
に
は
「
小
屋
河
内
村
」
と
あ
り
、

木
屋
ヶ
内
と
い
う
表
記
に
な
っ
た
の
は
近
代

に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、木
屋
ヶ
内
集
落
の
国
道
沿
い
に
「
木

屋
ヶ
内
遺
跡
」
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ

の
少
し
上
方
で
遺
跡
は
発
見
さ
れ
た
。
圃

場
整
備
中
に
石
斧
（
せ
き
ふ
）
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
調
査
が
始
ま
り
、

数
千
点
に
及
ぶ
縄
文
石
器
片
や
土
器
片
な

ど
が
発
掘
さ
れ
た
。
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、

そ
れ
ら
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
地
層
で
、
こ
れ

は
約
６
３
０
０
年
前
の
種
子
島
沖
火
山
の

大
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
噴
火
の
凄
ま
じ
さ
は
、
遠
く

東
北
南
部
に
ま
で
、
こ
の
火
山
灰
の
層
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
噴
火
に
よ
る
壊
滅
的
被
害
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
南
九
州
縄
文
人
の
一
部
が
黒
潮
本
流

に
乗
っ
て
木
屋
ヶ
内
に
た
ど
り
着
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
和
歌
山
県
紀

ノ
川
流
域
、
東
京
都
八
丈
島
な
ど
の
黒
潮

本
流
流
域
に
、
同
時
代
の
、
し
か
も
同
じ

形
状
の
石
斧
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
、
こ
の
説
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
木
屋
ヶ
内
遺
跡
が
四
万
十
町
を

代
表
す
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
所
の
す
ぐ
隣

に
は
、
地
区
の
産
土
神
で
あ
る
河
内
神
社
が

あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
今
か
ら
２
０
０
年
以

上
前
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
名
残
と
し
て
、
数

十
年
前
に
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
椎
の

木
の
切
り
株
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
地
区
の
人

の
話
で
は
「
集
落
の
下
の
方
に
あ
る
と
下
水

の
類
が
流
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
」
と
い

う
理
由
で
、
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
来
月
に
続
く
）

国

木屋ヶ内遺跡の石碑


